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｢賛助会員｣になって、ろう難聴者教員の 

手話通訳付き数教協大会参加を支援してください 

                    2012/03/04 ろう学校数学教育研究会 

 

 ろう学校等のろう難聴者の教員が、数教協の全国大会【註１】などに参加する際、手話通訳が必要になり

ます。 

 手話通訳は、はじめはわたしたちろう数研が独自に準備しましたが、その後、全国大会については、主催

者・実行委員会が、主催者・実行委員会の費用負担で、手話通訳者を配置してくれるようになりました【註

２】。 

 しかし、校種別・テーマ別の分科会がたくさんあり、また、ろう難聴者の参加も増えてきたので、参加希

望の分科会に手話通訳者がない、という場合が多くなりました。 

 そのため、2011 年福井大会から、主催者の用意した手話通訳者とは別に、手話通訳のない分科会について

は、ろう数研が独自に(ろう数研の費用負担で)手話通訳者を配置することにしました。その費用はおよそ１

０万円です。 

 ろう数研はこれまで会員の会費(年額二千円)や個人的な関係に依存した寄付金で費用をまかなってきまし

たが、それでは限界のあることが分かりました。 

 本来ならば、ろう学校教員の研修に要する費用は、地方・中央の教育行政費用の一部として用意されるべ

きものと考えます。そして私たちもその実現のために、全力で取り組みたいと考えています。 

 だが、当面、そのような制度的な解決の実現までの間、何とか手話通訳のための資金を私たち自身の力で

集め、ろう難聴者教員の数教協大会参加を保障していかねばなりません。 

 また、そのような｢自主的な努力の実績｣が、行政的措置を実現する最大の原動力であったことを、ろう教

育（に限らず、たいていの教育制度や福祉制度の実現）の歴史は示しています。 

 そこで、ろう数研役員会は、検討を重ねた結果、下記のように｢賛助会員｣制度を作り、広くろう教育関係

者、算数数学教育教育関係者などに呼びかけることにしました。 

 

記 

 

 １ 名称 

   ろう学校数学教育研究会賛助会員（略章｢ろう数研賛助会員｣または｢賛助会員｣） 

 

 ２ 会費および納入方法 

   年額 一口 ５，０００円 

  毎年１回、４月～７月の間に、所定の口座に振り込んでいただきます。 

 

 ３ 会員の目標・期間 

 年間１０万円（２０口）。２０１２年～２０１６年の５年間に５０万円。 

 この賛助会員制度は、２０１２年度に始まり、２０１６年度に終了する。 

 ２０１７年度以降は、賛助会員制度に依存しない手話通訳体制に移行する。そのための取り組みを２０１

２年度からはじめる。 

 

 ４ 賛助会員の特典 

   ①算数数学教育、ろう教育についての最新の動向を知ることができます。 

  ②数教協大会の参加案内を送ります（希望あれば一緒に大会に参加してみましょう。大会はだれでも参
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加できます）。 

  ③くわしい大会参加報告を掲載した『ろう数研会報』を送ります。 

④年一回、ろう数研の｢数教協大会参加報告｣（都内で開催予定）に招待します。 

⑤ろう数研の主催する算数数学教育の研究会（年２回）に招待します。 

⑥ろう数研のメーリング・リストに参加できます。 

⑤ろう難聴児・聴児の算数数学教育についての相談に、ろう数研役員が応じます。 

  

  ５  賛助会費の管理と会計報告 

 賛助会費は、ろう数研会計担当者（明晴学園副校長・榧陽子）が管理し、年度末に収支報告書を作成し、

賛助会員に届けます。  

 

 ６ 賛助会員の入会手続き 

     ①所定の申込用紙に記入し、メールまたはＦＡＸで送る。 

 ②同時に、下記の郵便振替口座（またはゆうちょ銀行口座）に会費を振り込む。 

    郵便振替 口座番号 ００１７０－７－２９７９９７ 

口座名称 ろう学校数学教育研究会 

    ゆうちょ銀行 店番 ０１９ 店名 〇一九店（ゼロイチキュウ店） 預金種目 当座 

   口座番号 ０２９７９９７  

   カナ氏名(受取人名)ロウガッコウスウガクキョウイクケンキュウカイ 

  

   折り返し、ろう数研会計担当から領収書を郵送します。これで完了。 

 ③希望者は、ろう数研メーリングリストに登録する。 

 

 【註１】数教協の全国大会 

 数学教育協議会は、1951 年、遠山啓らによって創立された算数数学教育の研究会です。｢水道方式｣の名前

で知られています。1953 年から毎年｢全国研究会｣を各県持ち回りで開催しており、500 名から 1000 名の小中

高教員・父母・学生などが参加します。 

  

 【註２】 ろう学校数学教育研究会では、2006 年の花巻大会から、手話通訳付きで、参加しています。 

ろう数研の参加した大会と、手話通訳配置の取り組み概要 

   年 

 

      開催地 

 

   手話通訳配置の主体 

 

      手話通訳者  

 数教協・実行委が依頼 ろう数研が依頼 

2006年 

2007年 

2008年 

2009年 

2010年 

2011年 

2012年 

 花巻（岩手県） 

上山田（長野県） 

東京 

松江（島根県） 

琵琶湖（滋賀県） 

福井 

鹿児島 

ろう数研 

数教協大会実行委 

数教協大会実行委 

数教協大会実行委 

数教協大会実行委 

数教協大会実行委 ろう数研 

 

             全通研岩手支部   

県の派遣協会 

世田谷区派遣協会 

県の派遣協会 

県の派遣協会          参加者で手話できる人 

県聴覚障害者協会       同左 
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ろう学校数学教育研究会賛助会員 

入会申込書 

    送り先 ｅメール yazawa@msg.biglobe.ne.jpまたはＦＡＸ０４８－２９４－６０４６矢沢国光 

 

      私は、ろう学校数学教育研究会賛助会員制度の趣旨に賛同し、賛助会員になります。 

 

                                                   年  月   日 

 

  氏名 

 

 

 

 所属・立場など 

 

 

 

 住所（会報等の郵送先） 

 

 

 

 ｅメールアドレス 

 

    ろう数研のメーリングリストに登録 （  ）する （  ）しない 

 

電話 

 

                ＦＡＸ 

 

会費（年額） 

 

        5,000円×［  ］口＝ (      )円 

 

 

通信欄 

 

 

 

 

 

 

 

 


